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□　目的

　近年、物流施設で数多く採用されている杭頭免震工法では、杭頭に曲げ回転変形が生じ易いという特徴があり、そ

れに起因して積層ゴムの力学特性が変化することが指摘されている。

　本報では、前報で示した積層ゴム力学特性の定量的な評価結果と回転剛性比という指標との関係を明らかにし、積

層ゴムの力学特性を推測する方法について示す。

□　概要

　図－１のような地盤－杭－建物の連成解析モデルを構築し、地震応答解析により積層ゴムの力学特性値を評価し

た。積層ゴムの力学特性として等価水平剛性Keqと上下部材への曲げモーメント分配率αM（=MA/M0：積層ゴム端部

に回転が生じない場合の端部曲げモーメントM0に対する上部材に作用する曲げモーメントMAの比率）に着目し、積

層ゴムの曲げ回転剛性を下部構造の回転剛性で除した回転剛性比という指標との関係について検討した。

□　結論

　積層ゴムの力学特性値が回転剛性比を用いた簡単な指標による線形近似式で表せることを示し（図－２および図－３

参照）、動的挙動を考慮した積層ゴムの力学特性値が簡易的に推測できることを示した。

図－２　積層ゴムの力学特性値と回転剛性比の関係（左：水平剛性比，右：曲げモーメント分配率）

図－３　鉛直荷重に対する依存性（左：水平剛性比，右：曲げモーメント分配率）図－１　連成解析モデル


